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自己紹介 1
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テプコシステムズにおけるDXの取り組み 2

お客様のアイデアをすぐに形にするため、tepsys labsでアジャイルを用い、早期適用･事
業化をワンストップで実現
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tepsys labsにおける短期検証（PoC）の実績 3

2018年6月にtepsys labsを開設以来、2018年度:30件⇒2019年度:39件と拡大

短期検証

社内外展開営業活動数

アプリ開発

データ活用(AI含)

IoT

合計

76件

18
件
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13
件

6
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【2019年度実績】

30

42
4
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tepsys labsにおけるアジャイル開発の課題 4

東京電力へのPoC支援を中心にリーンXPにてアジャイル開発を実践
⇒案件の増加につれエンジニアへの依存度が増大

エンジニア

ペアプログラミング

ナビゲータードライバー

 ビジネス視点
 タスク分割・優先順位づけ
 意思決定

 ユーザー視点

 技術視点
 プロダクト開発

若手や他組織の
アジャイル人材
の育成を実現

ユーザの
プロジェクト関与度

の低下

シ
ス
テ
ム

要
求

複数案件
兼任のため
関与度が低下

リモートワーク等
プロセス整備
が不十分

プロダクトマネージャー

デザイナー

ユーザー
ステークホルダー

ユーザ要求不在

チャットツールを
用いてタスクを管理
⇒ツール未整備



一般 目的外使用・複製・開示禁止 株式会社テプコシステムズ

なぜ自らPOを務めたか
①部内プロセス定着の意思表示
②自身のアジャイル理解
③参加メンバーのアサイン

DX推進部でのTEPCO流のアジャイルの導入 5

TEPCO流のアジャイルを適用し、tepsys labsにおけるアジャイルの深化を志向
⇒プロセス完全準拠、完全リモートワークでのプロジェクトを実施

私）開発プロダクトオーナー

スクラムマスター

開発チーム

メンバーリーダー

 プロセス視点
 ファシリテート

 ビジネス視点
 タスク分割・優先順位づけ
 意思決定

ユーザやPOとの
距離を開発PO
にて補間

 技術視点
 プロダクト開発

シ
ス
テ
ム

要
求

支援

アジャイルコーチ

海外拠点を含む
複数社での
チームを組成

個別トレーニング
支援

報告・
フィードバック

ユーザー
ステークホルダー

プロダクトオーナー

報告・フィードバック
プロジェクト管理
ツールの活用
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DX推進部での取り組みの今後の展開 6

DX推進部内での【組織能力の強化】・【プロセスの磨き込み】・【適用領域の拡大】を進め、
【社内や東電G全体への展開】への貢献に取り組む

【組織能力の強化】
•実践を通じて各役割の
スキルを強化
•開発プロダクトオーナー
•スクラムマスター
•開発チーム⇒ペアプログラミング

【適用領域の拡大】
•アナリティクス
•AI開発
•基幹システム開発
⇒適用システム規模の拡大
•イベント企画 ex.ハッカソン

【プロセスの磨き込み】
•リーンXPとスクラムの新結合
•体制・役割の最適化
•リモートワークへの対応
⇒ユーザとの距離を近づけるチャンス
•コミュニケーション等ツール類の整備・強化

【社内・東電Gへの展開】
•教育活動への参画
⇒研修講師、講師補助
•他部署PJへの支援
⇒アジャイルコーチ
•実践ユースケースの共有



一般 目的外使用・複製・開示禁止 株式会社テプコシステムズ 7

我々とアジャイルやりませんか？


